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２学期が始まり、１週間がたちました。学校の毎日に、体はもう慣れましたか？気づけば、体育大会ももうすぐです。

まだまだ暑い日が続きそうですが、体調管理に気を付けて、２学期も乗り越えていきましょう。 

 

★ビブリオバトル参加してみませんか？★ 
今年もやってきました。ビブリオバトル。昨年は多数の生徒が出場してくれたおかげで、とても盛り

上がりました。 

今年も昨年に負けないくらい盛り上げてほしいと思います。 

とはいえ、「ビブリオバトルって何？」「どうやるの？」とわからないことだらけな人も多いかと思い

ます。そこで、ビブリオバトルの説明と、やり方を載せておきます。 

難しく考えず、「私の好きな 1 冊の本をみんなに紹介するんだ」くらいの気持ちで参加してくれると

ありがたいです。 

 

〇ビブリオバトルとは…本の魅力を制限時間内で紹介し合い、「もっとも読みたくなった」本を選ぶ「書評ゲーム」で

す。発表や質疑応答を行い、本を通して他者の意見や考えを知ることができるため、教育現場や企業などでも最

近特に注目されています。 

 

〇ビブリオバトルのやり方（一般的なやり方：本校バトルでは変更あり） 

１ 本を選んで持参する…参加者は他者におすすめしたい１冊の本を選びます。ジャンルは問いません。 

2 本の紹介…参加者は順番に制限時間内に本を紹介します。（正式なルールでは５分） 

≪本を紹介する際のコツ≫ 

・本のあらすじや内容を簡潔に紹介する 

・本を読んだ感想や、なぜ他の人にも読んでほしいと思ったのかを伝える 

・役に立った点や、自分の行動に影響を与えた点など、具体的なエピソードを交える 

３ 質疑応答を行う…発表が終わったら、他の参加者や審査員が質問をします。一人の発表が終わるごとに、参加 

者全員で発表内容について２～３分議論します。 

４ 投票する…全員の発表が終わったら、参加者全員が 1人 1票「最も読んでみたい本」に投票します。 

５ 結果発表…最も多くの票を集めた人が優勝者となり、その人の選んだ本は「チャンプ本」と呼ばれます。 

 

本校では１０月２８日（火）（月曜日の授業に振り替え）放課後に開催予定です。 

申し込み締め切りは９月３０日（火）です。 

学校代表に選ばれたら、１２月１４日（日）甲南大学岡本キャンパスで行われる兵庫県大会に出場しま

す。甲南大学に進学を考えている人も、甲南大学を見学できるチャンスです！ 

 

～たくさんの応募、お待ちしています～ 

 

 

 



 

 

★★読書感想画コンクール作品募集中★★ 
 

ビブリオバトルと並んで、最近注目を浴びているのがこの読書感想画コンクールです。読後の感想を絵で表現しま

す。課題図書5作品も、図書室に置いています。課題図書でなくても図書は自由に選んで大丈夫です。詳細は後日お

知らせしますが、締め切りは 12 月ごろになります。昨年度は三田市の高校生が「優良賞」を受賞しました。芸術系の

大学を目指している人はもちろん、絵をかくのが好きな人、応募してみませんか？ 

 

新着図書紹介    読書感想画課題図書が入りました 

書籍名＊著者 ジャンル 概要 

七月の波を捕まえて 

ポール・モーシャー作/代田亜香子訳 

小説 読書感想画課題図書。ジュイエがサマーと出会い、サーフィ

ンに挑戦していく特別な 31日間の物語。 

ミルキーウェイ 竹雀農業高校牛部 

                 堀米 薫 

小説 読書感想画課題図書。竹雀農業高校に進学した夢生は実習

用の牛の世話をする「牛部」に入部した。 

やなやつ改造計画 

              吉野 万理子 

小説 読書感想画課題図書。きまま男子光也が、生徒会長に立候

補することを決意し、リーダーの研究を始めるが…。 

この銃弾を忘れない 

マイテ・カランサ作/宇野和美訳 

小説 読書感想画課題図書。行方不明だった父を二百キロ近く離

れた町の収容所に迎えに行くミゲルの旅の物語。 

クマはなぜ人里に出てきたのか 

                永幡 嘉之 

ルポルタージュ 読書感想画課題図書。ツキノワグマが人里で大量に発見さ

れるようになった。いったい何が起きているのか。 

 

 ≪昨年度の読書感想画コンクール受賞作品の一部です≫ 

           

高等学校の部/文部科学大臣賞     高等学校の部／優秀賞             高等学校の部／優秀賞 

作品名：「Merak」              作品名：「行動」                   作品名：「流れる水は」 

読んだ本：「うたうおばけ」（講談社）   読んだ本：「レッドリスト・プラネット  読んだ本：「水を縫う」（集英社） 

野生生物を守り、地球を救うために」 

（評論社） 


